サッカー指導案

京都市スポーツ連盟
サッカー種目専門部
１．対　　　象　　　 ４～６年生
２．練 習 時 間　　　６０分
３．運動領域（種目） サッカー
季節に応じた配慮や時間配分
　夏季：熱中症対策のため、こまめに休憩や水分補給を行う必要がある。
　　　　日差しが強いときや気温や湿度が高いときには、日陰での休憩やミストシャワーなどを使用するなど、体温を下げる工夫も必要である。
　　　　気温や湿度が上昇する日には、児童の体調に応じて練習時間を短縮する必要がある。
冬季：気温が低いときには手袋の着用可。
　　　冬場は日の入りが早くなるため、練習時間を１０分～１５分程度短縮するなどの工夫が必要である。
　なお、基本的には、体育の授業と同じ服装で行うのが基本ではあるが、怪我の防止のため、練習やゲーム時には、できる限りレガース（すね当て）とソックス（長めの靴下）を着用することを進める。
指導者の心得
　サッカーを指導するにあたり、児童ができるだけ指導者からの指示待ちにならないよう、キャプテンやリーダー等を決め、それらの児童が中心となって練習を進めていけるよう、年度当初の練習で一通りの流れを確認しておく。
練習やゲームにおいては、指導者が指示を出す役割ではなく、できるだけアドバイスや支援をする役割に回ることで、児童の自主性を高めることや技術のレベルアップを図っていくことが大切である。
５．練習の展開（メニュー）
	練習内容
（時間）
	指示する内容
	留意点（◆）と支援（◇）

	1． 柔軟・アップ 
・ランニング

　　（　５分　）
　・ストレッチ
　　（　５分　）

	体が温まる程度で走るよう指示をする。
ストレッチしている部分をしっかり意識して伸ばすよう指示をする。


	◆コートや運動場を何週走るか常に決めておく。
◆いきなり全力で走らないようにする。
◇走るペースについていけない児童には、自分のペースを守って走れるように声をかける。
◇ストレッチが苦手な児童に対しては、体の使い方や伸ばし方について声掛けを行う。

	２．基礎練習 

・ボールタッチ
（ボールの上を、左右交互に足裏やインサイドでタッチする。）
・パス
インサイドキック（足の内側のくるぶしの部分でキック）
インステップキック（足の甲の部分でキック）（　１０分）
　　
・シュート

　　（　１０分）
	以下の３点

1 姿勢をまっすぐに保つこと。
2 ボールに体重をかけ過ぎないこと。
3 リズミカルに行うこと。
を指示する。
向かってきたボールを正確にとめ（トラップ）、相手にできるだけ正確にパスができるように指示をする。
狙ったところに強くシュートするように指示をする。
	◆ボールタッチの内容を予め決めておく。
（例）
・ボールを動かさずに、回転しながら足裏タッチ（右回り・左回り）
・進みながら足裏タッチ（前進・後進）
・直線上にコーンを３～５本一定間隔で並べて、足裏タッチでジグザグに進む（前進・後進）
・インサイドタッチ（その場で）
・インサイドタッチ（前進・後進）
・直線上にコーンを３～５本一定間隔で並べて、インサイドタッチでジグザグに進む（前進・後進）
など、上記の例を様々に組み合わせて練習を行う。
◇ボールタッチが苦手な児童には、自分のペースやリズムでするよう声掛けを行う。
◆パス練習の仕方や内容を予め決めておく。
・インサイドキックでパス（短い距離）
　１回トラップしてからパスをする。
→来たボールをトラップせずにパスをする

・インステップキックでパス（遠い距離）
　１回トラップをしてから蹴る。
→少しずつ離れていき、遠くに蹴る。
◆シュート練習の内容を予め決めておく。
　（例）正面から転がってきたボールをシュート
　　　　パスをして戻ってきたボールをシュート

	３．ゲーム
　・チーム決め
　　作戦タイム

　　（　５分　）
　・ゲーム

　　（　２０分）
　　
	チームが決まったら、ポジションを決めるよう指示する。
ゼッケンを着用するよう指示する。
	◆チームの力にできるだけ偏りがないように配慮する。
◇どの児童も、できるだけやりたいポジションでプレーできるよう、指導者も話し合いに参加する。
◇サッカー経験が少ない児童には、どこに動いたらパスが受け取りやすいか、アドバイスをする。
◆ゲームに出ていないチームがある場合、ミニゲームやとりかご（４人１組や５人１組で鬼を決めてのパス回し）などを、空いている場所を利用して行う。

	４．ふりかえり
　　（５分）
　　片付け・着替え
	練習やゲームの中で、よかったことやよかったプレーについて話し合うよう指示する。
	◆誰のどんなところがよかったのかを話し合えるように、話し合う内容を予め決めておく。


